
交流及び共同学習サポートガイド

小学校における障害理解を促す交流及び共同学習の充実

～交流学級担任と特別支援学級担任をつなぐためのサポートガイドの作成と活用を通して～

https://www.edu-c.pref.miyagi.jp/midori/tokushi/tokubetsusien/

令和６年度 専門研究 特別支援教育研究グループ宮城県総合教育センター

全教職員向け研修動画

交流及び共同学習サポートガイド 検索

① 交流及び共同学習の意義・目的

内容：基礎知識、意義・目的

② チームとしての学校での取組

内容：組織的に取り組むことの重要性

③ 通常の学級で意識するポイント

内容：個の視点を持った集団指導

１つあたり４～８分程度で視聴
でき、再生すればすぐに研修が
できるよ。
②と③の動画には演習があり、
教職員同士で協働的に学ぶこと
ができるよ。

学級担任向け資料

児童の実態に応じた手立てや、児童同士が
よりよく関わるための工夫を示し、児童に
合った支援を行えるようサポートする
また、交流学級担任と特別支援学級担任の

連携を促すヒントを示す

① 交流及び共同学習とは

② 交流及び共同学習の意義・目的（前編）

③ 交流及び共同学習の意義・目的（後編）

④ よりよい活動にするヒント

⑤ 特別な支援を要する児童のスキル習得

⑥ 特別支援学級の児童が交流学級に行き

たがらない場合

⑦ 引継ぎの重要性

＜動画編＞
１つあたり３～４分程度で視聴
ができ、自分のタイミングで学
べるよ。
＜ＰＤＦ編＞
宮城県の先生方が実践してきた
好事例が満載！

ハットリ・カイ先生
（交流学級担任）

コマツ・ターナー先生
（特別支援学級担任）

インクルン
（インクルーシブ教育システム推進の

ためにやってきた布の妖精）

子供たちを「共生社会の担い手」に育てる

動画編

PDF編

Ⅰ．「ひきつぐ・はじめる」

Ⅱ．「つなぐ

      －宮城県内の好事例集－」

一人一人の教師が学び、組織で取り組もう

交流及び共同学習の意義・目的や組織的に
取り組むことの重要性を理解し、交流及び共
同学習が児童にとって障害理解を深める機会
となるよう全教職員が共通理解を図る
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